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上海の運輸事情

Ⅰ 上海市概況

１.地理・人口

位置：北緯３１度（鹿児島市と同じ）、東経１２１度（日本との時差ー１時間）

面積：上海市総面積６,３４１平方km（ほぼ、東京都と埼玉県を合わせた面積。なお、

崇明島（８４０平方km）は中国第３位の島（１位台湾島、２位海南島））

市街地面積 ２８１平方km（東京２３区の約１/２）

人口（99年末）：全市の戸籍人口１,３１１万人（この他に流動人口：約３００万人）

人口密度：約２.０６千人/平方km

（参考：東京２３区人口密度 １４千人/平方km、大阪市 １２千人/平方km）

２.小史

１３世紀末（南宋）：「上海県」設置、以後、港・中国人街が形成される。

１８４２年：南京条約により上海港開港、１８４５年英が、引き続き仏、米、日が上

海に租界形成

１９２１年：中国共産党が上海にて成立、第一回党大会開催

１９４９年５月：中国共産党支配下（陳毅 初代市長）

３.上海市政治行政組織（平成１２年６月１日現在）

中国共産党上海市委員会 書記：黄菊（中央政治局委員）

副書記：徐匡迪（市長、中央委員）、

陳良宇（常務副市長、中央候補委員）、

孟建柱（市党委党学校校長、中央候補委員）、

キョウ学平、

劉雲耕（市公安局長）

上海市人民政府 市長：徐匡迪

副市長：陳良宇、蒋以任、韓正、左カンシン、憑国勤、周ウ鵬、

周慕ギョウ

上海市人民代表大会 主任：陳鉄迪（中共上海市党委委員、全人代上海市代表）

上海市政治協商会議 主席：王力平（全国政協上海市代表）
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４.主要経済指標

９７年 ９８年 ９９年

人口（万人） １,３０７ １,３０８ １,３１１

ＧＤＰ成長率（％） １２.７ １０.１ １０.２

１人当りＧＤＰ（元） ２５,７００ ２８,２００ ３０,８００（約40万円）

固定資産投資額伸率（％）２.６ ー０.５ ー５.７

消費者物価上昇率（％） ２.８ ０.０ １.５

労働者平均月給（元） ９５２ ９９３ １,１５７

外国貿易 輸出（億＄） １４７.２ １６３.３ １８７.９

前年比（％）１１.２ １０.９ １５.０

輸入（億＄） １００.４ ９７.２ １９８.２

前年比（％）１１.２ ー３.２ １０３.９

貿易収支（億＄） ４６.８ ６６.１ ー１０.３

中国全国に占める地位（％）

面積 人口 ＧＤＰ 社会消費品販売額 固定資産投資 貿易額

０.７ １.０ ４.９ ５.１ ６.２ １０.６

産業別ＧＤＰ比

第一次産業：第二次産業：第三次産業 ＝ ２.０ ： ４８.４ ： ４９.６

（ 同 中国 ＝ １７.３： ４９.７ ： ３２.９）

５.浦東新区

上海を２１世紀初頭までに国際的な金融・貿易・経済センターとし、長江沿岸部の経済

発展を牽引していくため、９０年４月から、国家プロジェクトとして外資導入により、浦

西（現市街地）の東側、黄浦江と長江に挟まれた広大な未開発地域（新区の総面積５１８

平方キロメートル）の開発を推進しているもの。他の省・市からの投資も優遇。９２年春

のトウ小平の「南巡講話」（改革・開放の一層の推進）以降、開発が加速。９３年１月に

浦東新区管理委員会が設立（趙啓正副市長が主任）。金融貿易開発区、保税区の他、家電、

情報、自動車、バイオ関係等、開発区、工業区を設定、多数の工場が進出。これと並行し、

道路、港湾等の基礎インフラ整備を重点的に推進中。南浦大橋、楊浦大橋が既に開通、新

国際空港、浦東からの地下鉄、石炭火力発電所、鉄道等の大規模インフラ整備も計画、着

工又は一部完成。
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Ⅱ 運輸関係

１.高架道路、高速道路建設等

これまで上海市は都市建設の一貫として高速道路、自動車専用高架道路、地下鉄建設等

の重大プロジェクトを推進してきている。

高速道路等については、既に開通している滬寧高速道路（上海市～江蘇省南京市、全長

２９６キロメートル）、滬青平自動車道（上海市内～同市青浦県～江蘇省平望鎮）、滬嘉

高速道路（上海市内～同市嘉定区）の他、９６年から建設が進められてきた上海（シン荘

（外環線））と浙江省杭州（ボウ埠県）を結ぶ滬杭高速道路（４車線、制限速度１２０キ

ロ、全長１５１キロメートル）が、９８年１２月末開通。これにより上海、杭州両都市間

の移動時間が従来の３時間から１時間半に短縮、既に開通している杭甬高速道路（杭州～

同省寧波）と連結し上海から寧波までが３時間に短縮された。

自動車専用高架道路については、９４年に市街地から発展めざましい浦東地区を一巡す

る内環状高架道路とこれを縦断する南北高架道路が開通、内環高架道路を東西に横断する

延安高架道路のうち、虹橋国際空港から内環高架道路を結ぶ部分が９６年、浦東地区から

南北高架道路（市中心部）を結ぶ部分が９８年に完成、９９年９月全線開通。これら高架

道路の開通により、交通渋滞がかなり解消されてきている（市内中心部から虹橋空港まで

（約１５キロメートル）１時間以上かかっていたのが、現在では、約１５～２０分で着け

るようになった。）。また、内環高架道路の外側を取り巻く外環自動車道路の建設も進め

られており、全線の２分の１以上にあたる西側の部分（８車線、制限速度８０キロ）が９

８年、更にその南端から東の浦東新国際空港までが９９年９月開通。同部分の開通により、

虹橋国際空港、浦東新国際空港及び各隣接都市に繋がる上記４本の高速道路等が全て連結

することとなった。

他方、俄に裕福になった個人経営者等が乗用車通勤、また多くの人が利用するようにな

ったタクシーが増加する等道路面積に比し車が非常に多く（９９年末の登録車両台数は、

タクシー４２,０５６台（９８年４１,１８３台）、バス（トロリーバスを含む）１６,４５

６台（９８年１５,３７８台））、現在は殆どの人々の住宅が自転車通勤可能範囲内にある

からまだしも、今後都市開発により郊外に移転する人々が増え、通勤形態が変化してくる

と現在の道路交通に頼るのみでは必ず間に合わなくなってくることが懸念される（排気ガ

ス等の公害問題も深刻。）。

２.鉄道等

（１）鉄道

上海市及びこれを中心とする華東地区５省（江西、浙江、江蘇、安徽、福建）の鉄道は、

上海鉄路局（中国鉄道部１２局のうちの１つ）が管轄している。同地区の面積は６０万平

方キロメートル（全国の６％）であるが、人口は２億７千万人（全国の約５分の１）が住

んでおり、９８年のＧＤＰは２兆４億元（全国の３１％）に達し、経済も発展しており、

蘇州、杭州等有名な観光地も多い。

同地域（５省１市）の全営業キロは６,６８０キロメートル（全国の１１.５％）で、９

９年一年間の貨物輸送量は１７,４１６万トン（全国の１１.１％）、１,６８５億トンキロ
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メートル（全国の１３.４％）。

このうち特に利用率が高いのが上海～常州～南京間３０３キロメートルの区間であり、

一日４６往復（貨物列車は不定期につき含まず）、春節（旧正月）中は７０往復前後に増

便して運行する等により輸送密度は極めて高いが、国民経済のスピードに対応できない状

況にある（上海駅における年間出発旅客数は２,５３６万人で全国第一位）。

これの解決策として新線の建設、在来線のスピードアップ等に取り組んでおり、特に在

来線のスピードアップに関し、上海ー南京間の公表速度は時速１２０キロであったが、一

部列車については９９年１０月より最高１８０キロを達成、約２時間４０分で到着可能と

なった。

上記の他、現在最も注目を集めているのが北京ー上海高速鉄道建設プロジェクトである。

本件は莫大な投資、技術移転が必要となる大規模なプロジェクトであり、我が国を含む世

界数カ国が協力を検討中であるが、どの国のシステムを採用するかについては単なる技術

の優劣ではなく政治レベルの交渉となりつつある。

（２）地下鉄等

上海市においては、市内の近距離交通手段としての地下鉄網等の整備を計画しており、

長期計画によれば、最終的に地下鉄１１路線、軽軌交通１０路線からなる総延長４００キ

ロのネットワークを市内に整備したいとしており、これにより通勤者の４０％が地下鉄、

２０％がバス、２０％が乗用車等、残りがバイク、自転車を利用することになるものと見

込んでいる。

既に開通済みの地下鉄１号線（上海駅～シン庄駅、全長約２０キロ、計１６駅）の他、

地下鉄２号線（一期工事の長寧区中山公園～浦東地区龍陽路間１６.３キロ、計１２駅が９

９年完成、２０００年６月正式開通、二期工事は中山公園～虹橋国際空港間の８キロで着

工時期未定。）及び地下鉄と同システムによる軌道交通「明珠線」（一期工事の徐カイ区

漕河ジン～虹口区江湾鎮間の２５キロ、計１９駅（うち２２駅が高架）が地下鉄１号線の

車両を使用し、２０００年１２月試験運行開始、二期工事の宝山区宝山～虹橋路の約２２

キロ、１９駅は２００１年着工予定。）を建設中。

（３）リニアモーターカー

上海市は２０００年６月ドイツのリニア「トランスラピッド」導入を決定。大まかには

浦東国際空港から地下鉄２号線の龍陽路駅（同じく浦東地区）までの３９キロを大きなＳ

字型に結ぶ複線の計画。同年６月、朱鎔基総理がドイツを訪問した際、これに同行した徐

匡迪上海市長とドイツのトランスラピッド・インターナショナル社社長が事業化調査に関

する協力協定書に署名。同年９月、上海において、国家科学技術部、上海市計画委員会、

建設委員会、科学技術委員会、大学、研究所、関連企業等、両国７０余の関係機関から２

００人近くが参加して「中ー独リニア技術交流会」が開催されるとともに、科学技術部副

部長をリーダーとする上海市建設委員会、上海市科学技術委員会、上海交通大学、同済大

学、エンジニア等１５名からなる「上海リニア実験線専門家作業グループ」が発足した。

報道等によれば、同計画は、２０００年内にＦ/Ｓ最終報告、着工は２００１年初め、２

００３年までに完成予定、建設費見込みは１キロ当り約１.５億元、総事業費約６０億元

（＝約７８０億円）、開通後の片道乗車券は５０元（約６５０円）前後、所要時間は７～

８分、１日あたり、４万人の利用を予想。
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３.空港（浦東新国際空港）

上海市中心部の南東約３０キロメートルに建設中の浦東新国際空港は、簡単、明瞭かつ

２１世紀をイメージしたフランス提案のコンセプトに基づき、段階的に建設を進めている

ところ、本年、第１期工事（全面積１２万平方キロメートル）で、４,０００メートル滑走

路１本、２０万平方メートルのターミナルビル１棟が完成、９９年１０月１日開港した。

同期の設計処理能力は、年間旅客取扱量延べ２,０００万人、貨物７５万トン、最終的には、

４本の滑走路及び４棟のターミナルビルで、年間旅客取扱量延べ７,０００～８,０００万

人、貨物５００万トンを目指す。

資金は、１期工事の段階で、上海市政府から約５０億元（１元＝約１５円）（現在の虹

橋国際空港からの収益１０億元を含む）、中国開発銀行から約３５億元、円借款で約２５

億元（４００億円）の総額約１１０億元を調達している。なお、２期工事以降は、同空港

の収益等も期待している。

市内から空港へのアクセスに関しては、現在のところ、リムジンバス６路線で対応して

いる。なお、うち１路線は両空港間約５０キロメートルを結ぶもので、外環自動車道路の

開通により約４０分で移動可能。

同空港の特徴としては、ゴミ処理施設の充実による環境への配慮、中国で初の２４時間

監視レーダーによる保安対策、浦東地区北部の外高橋港区基地から空港内エプロンまでの

一貫パイプラインを利用した燃料供給システムの採用等が挙げられる。

現在既に同空港及び虹橋国際空港の統括管理、運営に当たっている「上海空港集団有限

公司」（９８年５月設立された国有株式会社）によれば、以後も、天候、機械故障等への

相互補完による臨機応変な対応を担保するため、現在の虹橋国際空港は国際空港として継

続運用する由。

４.港湾

上海港は、長江河口、黄浦江（長江の支流）水域及び杭州湾北岸水域で構成され、その

海・河岸線波全長２４０キロメートル、港区総面積３,６００平方キロメートル、計２３５

バース（総２３,９０６メートル）に及び、国際都市上海の海の玄関口として、１５０年以

上の歴史を経た現在、世界の２００余りの国家又は地域の５００余りの港と交易を持って

いる。同港の主要な部分が長江河口域に流入する砂泥の堆積という致命的欠陥を抱えなが

らも、後背地に広範な経済圏を持ち、また、他地域に比しある程度物流インフラが整備さ

れていることもあり、依然として貨物取扱量全国第一位（９９年一年間の貨物取扱量は１

８,６４１万トン（輸入１２,９３５万トン、輸出５,７０６万トン）で全国の約１７.７パ

ーセント（９８年１６,３８８万トンから１３.７パーセント増））を誇っている。特に、

但し、コンテナ取扱量は９７年２５３万ＴＥＵ、９８年３０７万ＴＥＵから９９年４２２

万ＴＥＵ（２０００年は５５０万ＴＥＵに達する見込み）の大幅増となっている。

（１）上海国際航運センター構想

本構想は、現在、国家プロジェクトとして推進されている浦東地区を中核とする長江沿

岸部の経済発展政策の一貫として同地区を国際航運の中心として育成することを目指すも

のであり、次の４点を主な柱としている。
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（イ）輸送価格の管理（協議・監視）（このために、９６年１１月、上海航運交易所を設

立。在上海の我が国海運会社（日本郵船、大阪商船三井、川崎汽船）等殆どの国の会社は

加入しているが、米国は海運自由の原則を理由に加入を拒否。）

（ロ）長江河口水域における深水航路の確保（上流からの砂泥堆積により水深が浅く、大

型船舶が長江を遡航出来ず、内陸への物流の隘路となっている。）

（ハ）母船の直接寄港及び複合輸送の強化（国内水路、鉄道等との連結、近隣諸国からの

積み替え港を目指す。）

（ニ）隣接地区（江蘇省、浙江省）港湾との協調、分業（上海組合港構想）

（２）上海組合港構想

本構想は、上海市を中心に江蘇省、浙江省を両翼とした経済圏の各港湾が総合的、有機

的に連携、分業し港湾能力の向上を図る点にある。

このために、９７年９月２９日、上海組合港管理委員会（交通部副部長、前上海副市長、

を江蘇省副省長、浙江省副省長等で構成）を設立。同委員会は上海市、江蘇省及び浙江省

の各主要港湾（上海、寧波、舟山、南京、張家港、鎮江港、南通等）を管轄、（イ）外港

用コンテナターミナル立地計画及び建設、（ロ）重複建設を避け総合的・協調的建設、無

秩序競争を避け分業を図るための調整、（ハ）直接寄港及び複合輸送の推進、港を利用す

る外資企業からの意見聴取等を主な業務としている。

（３）現状等

上海組合港構想推進にあたっては、各省市の縄張り意識が強く、縦割り行政の弊害が存

在する状況下、同管理委員会の有効性につき疑問視されていたが、現在、各港湾の建設計

画に関しては本委員会による厳格な認可制をとっており、本来の設立目的である無秩序競

争、重複建設の回避という点で有効に機能している。

また、上海国際航運センター構想が提起されて以来、進められている長江河口の深水化

（現在７.５メートルから２００２年までに８.５メートル、最終目標１２.５メートル（満

潮時で１５メートル））のための浚渫作業については、当地港湾関係者等の間では最終目

標は実現困難との見方も出てきているところ、同河口から離れた砂泥堆積の影響を受けな

い場所に深水バースを確保することも検討されている。






































